
TADｓ発生国

✖

✖

✖

✖

✖

✖

✖

✖

✖✖

✖

✖

✖
✖

✖

TADｓ発生国からは
全面禁輸！

輸出希望です！

清浄国

TADs(Transboundary animal diseases):越境性動物疾病
例：アフリカ豚熱、高病原性鳥インフルエンザ、口蹄疫等
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参考資料１－１. ゾーニングと相互認証
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ゾーニング適用に向けて
協議を開始しよう・・・

輸出希望です！

SPS協定に基づいて
ゾーニングを！

TADｓ発生国
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WTO

清浄国



輸出禁止は州（県）単位で！！

輸出は継続できた！
でも、Zoneをもっと狭くできない？ 清浄国

Zone外
（輸出可）

ゾーニング（地域主義）では輸入国が許容できるリスクを決定（Zoneを設定）

日本が設定した
Zone

（輸出不可）

✖

輸出国

✖

輸出国が設定
したZone
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Zoneの設定はお互い自国でしましょう！
輸出国を信用して輸出継続！

相互認証＝お互いに相手国のリスクを許容し合う（相手国のZoneを受け入れる）

日本で発生したときにも輸出可能！
でも日本ではまだ未発生だし、
相手に決めさせて大丈夫かな？

Zone外
（輸出可）

輸出国で設定したZone
（輸出不可）✖

✖ ✖

Zone外
（輸出可）

輸出国
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✖

清浄国



相互認証の評価について
・2か国間の場合

①Zoneの設定は適切？
②本当にZoneは運用可能？

Zoneを設定します！
Zoneの管理・運用も
しっかりできます！

Zone以外からはお互いに輸入可能

Zoneからの輸入は不可能

✖

輸出国

疾病発生時・・・
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EUは27か国で１つ！
みんな同じ！

SINGLE ENTITY！

①Zoneの設定は適切？
（EU規則によって設定）
②本当に全部の加盟国で
運用・能力が同じ？

EU 27か国

✖

✖

✖

EUが設定した
Zone

Zone以外の27か国から輸入可能

相互認証の評価について
・EUの主張

Zoneからの輸入は不可能

✖

✖

✖
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